関調協会報　　　　　平成１５年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　００２号

	倫理綱領

１．会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。

２．会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。

３．会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。

４．会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。

５．会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。

６．会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。

７．会員は、相互に協調し、連帯感ある活動を通じて業界の発展に努めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


関調協の動き

・　平成１５年１１月２０日、大阪府人権室へ挨拶。上田室長他４名の担当者と面談。和やかなムードの中で人権及び協会運営のあり方や方向性について意見交換を行った。

「府としては従来の方針通り協会の１本化が理想と考えているが、関調協さんも条例の広報と人権教育に力を入れて頑張って欲しい」との趣旨の話しがあった。

当協会としては今の所、大調協とは一線を画し独自の活動を展開して行く方針を告げ、協力方の要請をした。

· 平成１５年１２月１０日、第３回役員会（理事・監事）を事務局にて開催した。

同日１８時３０分より北区の大東洋にて忘年会を実施。２０名の参加があり楽しく有意義な一時を過す事が出来た。

· 平成１５年１２月１８日、第４回役員会（理事・監事）を事務局にて開催。

· 「関西調査業協会」の名称を改め、「関西総合調査業協会」と改称することが理事会で決定された。

理事会通信　　　　　　
平成１５年１２月１０日（水）開催の理事会

１．報告事項

　(１)去る１１月２０日、大阪府人権室へ協会設立の挨拶を行った。

　(２)関調協の商標出願について

　　　「関西調査業協会」の商標出願を当協会は９月１７日に行ったが、当会の設立を知った２名の者が、その前９月５日と９月８日に出願している事が正式に判明。

　　この名称問題については本日後順の１号議案で検討。

　(３)本日の忘年会の出席者は２０名の予定と報告。

　(４)会費未入の会員が４～５名あり、支払いを促したい。

２．議案審議

　　※　上記の出願事情を踏まえた特許事務所の判断について報告。

　　※　前回の理事会決定による『関西総合調査業協会』の商標出願が完了したこと。

第１号議案　当協会の名称について

　　先ず、関西調査業協会の名称を変更すべきか否かを議場に諮ったところ、「変更すべし」との意見が大勢を占めた。

　これを受けて各理事から発表された名称案を選択し検討したが時間切れで決定に至らなかった。しかし、名称決定を急ぐ必要から再度理事会を開催し年内に決定する事とする。

　

第２号議案　広報活動及び苦情処理について

　※　関調協会報について

　　　会長は先に発行した創刊号について報告した。

　　　理事会通信的な会報であるが出来るだけ多くの会員に協会の動きを知って貰う必要があり、毎月１回は発行することに決定。

当面は会員に限ってのものとし、年に数回は必要に応じ対外向けの会報を発行する事とする。

· ホームページのコンテンツ作成の状況について

担当の竜田専務理事がトップページからフロー図、各ページのデザイン、会員紹介蘭など、関係資料を配布し出席理事に意見を求めたところ、各理事が分担して掲載原稿を作成する事で合意した。

尚、会員個々のホームページへのリンクは、個々に意見を聞いて実施する事とする。

・平成１５年１２月１８日(木)開催の理事会

（議案審議）

第１号議案　当協会の名称について

　　名称問題を振出しに戻して検討した結果、『関西総合調査業協会』を当協会の名称とすることで意見の一致をみた。

第２号議案　その他の議案

　　以下の事項につき理事会決定として合意した。

　　(１)他の団体に所属している業者の入会審査について

　　　　申込み意思に基づき所定の入会手続と審査を行うこととする。

· 事務局便り

協会ホームページ登録用申込書を同封しますので、平成１６年１月１４日までにご記入の上、郵送もしくはＦＡＸにて事務局まで返送下さい。

会員コーナー

私的雑感　　　　　　　理事　井上慎哉

今月より会長命及び理事会決定により、当会報に理事が順番に“何かためになる事を書け”とのこと。

そして小生が第一番目ということで「これは名誉なこと。うん。」と思った処、単に五十音別順番だそうで、少々ガックリ。

然も命ぜられたその日に「明日中に」といわれたのでは才能の乏しい小生では中々テーマも思いつかず、それでは思いつくままの私的雑感を、と決めた。

東京で大学側の都合（授業料滞納）により中退。尾羽うち枯らし食うにこと欠いていた時の昭和３８年６月好条件の募集広告に惹かれて千駄ケ谷の「テイタン」（当時は「帝国秘密探偵社」）に入社した。それも２００名を越す応募者の中から、学科、面接、身元調査を経てたった１６名のエリート入社なのだ。　どうだー・・・。

これに驚くことはない。実はその数年前（確か未だ大学在学中の昭和３５年頃）にはフジテレビの製作編成部門の第１期生公募も受けている。この時は飯田橋の法政大学会場に約２千名の応募者が集い数日数々にわたる試験、面接があり、最後に２２名が残り、その中の１名が小生であった。どうだー・・・。

この２２名の中の１人に後の吉永小百合の亭主がいた。

然し、この第１期生の中で、最後の最後に何故か小生一人だけが落ちた。
	「テイタン」に入って小生が「フジテレビ」を落ちた理由が分かった。

なんと先輩調査員の佐藤氏が小生の身元調査を行い、小生が“呑ん兵衛”で、月賦や家賃を滞らせる生活破綻者である。とか“四国の実家も破産である”といった、ありもすることをそのまま暴いたためであった。

佐藤先輩はついに小生に詫びず、こともあろうにこのことを社内で吹聴していたのだ。にゃろう・・。

然し元来「性善説」の小生は、このことによりまっとうな佐藤先輩の調査マンとしての人格を尊敬し、「そうなのだ。人は調査した方が安全なのだ。フジテレビに入っていたら逆に挫折していたのかも」と思ったりし、以後ひたすら真実を追究する優秀な調査マンを目指してきた。うん･･･。
あれから四十年余。「テイタン大坂支社」（現、「テイタン大阪」）への転勤を経て、すっかり大阪に定着して３７年になる。紆余曲折いろいろあったなぁ。

然し、調査業にどっぷりのお陰で６６才の今日まで何とか酒にありつき、娘３人も主婦や社会人となり、孫は小学生になって元気に下手なバレエを踊っているし。うん、幸せなのだ。
ただ、協会のことがどうしても気にかかる。

大調協・日調協・全調協の設立にいずれも関与し、大調協では十年間に及び役員を経験したにも関わらず、今回当協会設立に参画することになったのも、何か巡り合わせの運命のようなものを感じる。

勿論大調協を離脱し、別団体を建ち上げるについては、小生なりに随分と悩み、小浜で船釣りをしていてもふと協会の運営を考えていたりし、大物を逃した事もあった。

そんな自問自答をしている内に、何だか酒量が増え毛髪が薄くなり、あっちも衰えてきったように思う。

然し、やはり業界全体の向上発展のためには初志貫徹しか道がないとの達観に及んだ訳である。

小生はここで声を大にして言う。

「我が協会の誕生は、必然性のある正当なものである。」と。


又、衆目の一致するものとして、「我が協会のメンバーはレベルの高い知性と倫理観を持つ紳士淑女の集団である。」とも。

当協会の設立資金は、有志の寄付であり運営資金もわずかの会費であって、公的支援は全くないという厳しい台所であるが、人材にはこと欠かないという素晴らしい財産を持っている。

小生は残り少ない稼働人生を業界の正義のために捧げたい。

そして、仲間の皆様に呼び掛けたい。

『心ある同士達よ、共に悔いのない明日のため集まろうではないか。』と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１５年１２月２０日

